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令和８年度 第１回 新潟市男女共同参画推進センター運営委員会 議事概要 

                        
日 時： 令和８年６月３０日（火） 午後１時３０分～３時１０分 
場 所： 新潟市万代市民会館 ３０７・３０８研修室 
出席者： 新潟市男女共同参画推進センター運営委員 

 太田委員、大津委員、徐委員、田中委員、筑波委員、山田委員 
     事務局（男女共同参画課）  

五十嵐課長、土沼課長補佐、荒井課長補佐、齊藤主事 
     団体 
      「劇団 blue ジーンズ」 

「日本防災士会新潟県支部」 
「Luonto ひと支援 part」 

 
１ 開会 
 
２ 男女共同参画課長あいさつ 

 
３ 運営委員・男女共同参画課職員紹介 
 
４ 令和８年度アルザにいがた活動予定について 
 
５ 男女共同参画市民団体協働事業審査 
（１）「創作劇 新・みなと女一揆 ～苦界に生きた女たちのご案内帳～ 」（劇団 blue ジーン

ズ）の審査 
（ 団 体 ） 事業概要説明 
（田中委員） 活動を長年されていて重要さを感じているが、メンバーの皆さんが出来なく

なったら、同じ志を持って引き継いでくれる方はいるのか。 
（ 団 体 ） 劇団 blue ジーンズは、女性問題を中心にしたテーマでやっている。メンバ

ーの中には、音響や照明、役者として他の劇団に関わっている者もいるので、

他の劇団でも男女共同参画を意識しながら活動してほしいと思っている。他の

演劇団体とはネットワークがあるので、希望は薄くないと感じている。 
（筑波委員） 活動 20 周年ということで、素晴らしいと思う。女性参政権 80 年、アンコン

シャス・バイアスをテーマに、演劇を通じて考える機会を提供することは大変

意義がある。新潟市男女共同参画行動計画では、固定的な性別役割分担意識の

解消や若い世代への啓発が重要な課題になっているが、今回の公演で幅広い世

代へ届けるために、広報や参加者の広がりについて工夫する点を教えてほし

い。 
（ 団 体 ） 劇団 blue ジーンズのホームページを開設している。また、メンバー一人ひ

とりが SNS や口コミで呼びかける。私たち自身も若くないので、若い世代への

周知は毎年悩むところである。興味がないと参加してもらえないので、ネット

環境を充実させて発信していくなど、地道にやっていけたらと思っている。 
（筑波委員） せっかく無料で実施するので、YouTube や Zoom を使ったライブ配信などが

あると、幅広い方々に見てもらえるかもしれない。 
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（ 団 体 ） ご意見は参考にさせていただきたい。 
（徐 委員） 多彩なテーマでやっていて素晴らしいと思う。若い方がメンバーに入ったら

よいと考えるが、現在のメンバーの年代は。 
（ 団 体 ） 50～70 代である。以前、スタッフ募集講座を開催した際に、30 代の方が入

ったが、家庭の事情等で今は活動していない。活性化していった方がいいとは思

っている。 
 

（２）「（仮称）み～んなでぼうさい教室」（日本防災士会新潟県支部）の審査 
（ 団 体 ） 事業概要説明 
（田中委員） 開催時間が 10時 30 分から 14 時 30 分と長い時間のようだが。 
（ 団 体 ） スタンプラリーのように、いくつかのコーナーを自由に回れるような形を予

定していて、混んでいる所をスタッフが誘導する。午前の部と午後の部の 1

時間半ずつ 2 グループに分けて実施する。 
（田中委員） 以前、地震があった際に、高齢者が避難所の小学校へ行くのに坂や階段があ

り大変だったり、一人暮らしの女性が体育館でひとりぼっちで過ごしていたり

していた。町内会の役員が男性中心なので、災害時のスタッフもほとんど男性

のような形になっていた。災害時の現場で多様な考え方が必要なことをどのよ

うに伝えるのか教えてほしい。 
（ 団 体 ） こどもたちが集まって学びあう場に、男性中心ではなく女性の力で説明する

ことが必要だと思っている。田中委員がおっしゃったことは、ケースバイケー

スであるが、地域ではいろいろと考えているということを伝えたいと思ってい

る。また、この講座に入れられたら、車いす体験等も入れて、自分だったらど

ういう声掛けがありがたいかを実際に体験して考えてもらいたいと思う。 
（大津委員） 小さいお子さんが参加されると思うが、座学だけでは飽きるのではないかと

思う。こども用の防災体験のような企画は考えているか。 
（ 団 体 ） 座学はわずかで、体験がほとんどである。 
（徐 委員） 面白そうな内容で、参加してみたい。講師は防災士会の方々がやるのか。 
（ 団 体 ） 防災士会の経験豊富な女性メンバーを中心に、経験豊富な男性や初めて取り

組む若い防災士にも声掛けをして一緒にやっていきたいと思っている。 
（徐 委員） 一番の目玉となる企画は何か。 
（ 団 体 ） 全部、目玉である。今回、防災士会のちびっこ防災部とインクルーシブ防災

部の 2つの部が協力し合ってこの事業に申請した。ちびっこ防災部は、主に未

就学児とその親御さんに向けた活動が中心である。インクルーシブ防災部は、

障がいのある方や留学生向け、特別支援学校に出向いての活動をしている。2

つの部の両方の良いところを上手く企画に反映させていきたいと考えて申請し

た。 
（太田委員） 小学生以下のこどもと保護者が対象だが、小学生だけでも参加できるのか。 
（ 団 体 ） 会場まで送り迎えをしていただくなど移動に危険がなければ、小学生だけで

も参加していただける。過去に実施した事業では、こどもたちだけで参加して

も十分楽しんでくれている。 
（太田委員） 未就学児の場合は、親子での参加となるのか。 
（ 団 体 ） この企画に関しては、原則小学生以下のこどもと親御さんや祖父母などの保

護者が一緒に参加することを前提として考えている。 
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（徐 委員） 参加費は必要なのか。 
（ 団 体 ） 参加費は徴収しない。必要経費を捻出するのが大変なので、今回の申請で委

託料をいただけたらありがたい。 
 

（３）「私たちのミドル・シニア移行期に知っておきたいこと。－こころとからだのケア、産業

保健（職場）、栄養の視点から学ぶ－」（Luonto ひと支援 part）の審査 
（ 団 体 ） 事業概要説明 
（筑波委員） ただ今の説明や資料を拝見して、男女ではなくまず人間として考えたいとい

う理念やセルフケアだけでなく周囲の理解も大切であるということは理解でき

た。参加者の気づきにとどまらず、家族や地域の理解を深めて安心して暮らし

続けられる環境づくりに繋がるような工夫があればお聞かせください。 
（ 団 体 ） 私自身が産業カウンセリングをしている中で、40 代男性がかなり不調にな

ってから、また休職してから相談に来るケースが少なくない。お話を色々伺う

と、その上司にあたる世代は家庭のことを家族に任せて、自身は仕事に特化し

ていたということが多く、このようなジェネレーションギャップの中、家庭生

活も一生懸命やって、仕事の負荷もかかり、非常に過重な生活を強いられてい

るという話をよくお聞きする。誰もがそれぞれ一生懸命やっているので、家族

が早く気づくのも大事だが、職場の環境として、管理職だけではなく、同僚や

部下の方たちにも男性の更年期についての認識が一般化され、「この人最近、

さぼっているな」といった誤解がないように、早めに休みが取れるといったこ

とも含めて、地域、家族、そして職場等周囲の理解を促していきたいと考えて

いる。 
（筑波委員） やはり、ライフステージの変化で働き続けるのが難しいと感じる方もたくさ

んいると思うので、そういう意味合いでの啓発は意義があると感じた。 
（徐 委員） 内容が幅広すぎる感じがする。どういった形でどのような方を対象に啓発し

ていくのか。 
（ 団 体 ） 実は当初、男性の更年期をテーマにして、男性の精神科医に講演をお願いし

ようとしていたが、男性の更年期については泌尿器科が専門なので難しいとい

うこともあり、今回申請するにあたり直前まで迷っていた。その精神科医から

教えていただいたこととして、ハラスメントという言葉が広がり、また、この

何十年かの間に生活も働き方も随分変化してきていて、働く世代だけではな

く、実は定年を迎えた後の男性へのフォローも大事であることを知ったので、

対象範囲が広がってしまった。 
（徐 委員） 男性が中心となるのか。対象を分かりやすくしたほうが良いと思う。 
（ 団 体 ） 参加者が集まらないのではという危惧もあり、対象を広げた。2 回目はハイ

ブリットで開催する予定なので、参加しやすいのではないかという思いもあっ

た。 
（大津委員） 実際の対象年齢は、30代から 50 代、60 代なのか。対象が幅広すぎて、実際

自分は参加していいのか迷うのではないかと思った。 
（ 団 体 ） 厚生労働省においてミドル・シニアは 45歳以降であるが、更年期は女性も

男性も人によってかなり違うので、興味のある予備軍も含めて関心のある方を

対象にしたいと思う。認知症予防の意味でも、ご自分の状態を維持していくこ

とを支えたいと思う。 
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（審議非公開） 

 
６ その他 
  （事 務局） 次回の運営委員会は 11月頃の開催を予定している。あらためて各委員の日

程を調整のうえ案内する。 


